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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　道路側溝の集水枡集水蓋の下側に取り付けられ、同集水蓋より流下する雨水を集めて排
水する側溝用排水装置において、排水装置自体が網状であり、上部を集水蓋と集水枡固定
部に挟んで隙間なく固定でき、下部出口に棒バネが配置され、網に溜まった落ち葉土砂異
物を、網に溜まる雨水自重により棒バネが自動的に開閉し排出する機能を持った側溝用蚊
発生防止排水装置。
【請求項２】
請求項１の側溝用蚊発生防止排水装置の集水蓋と固定部に挟んで隙間なく固定する部分に
、固定用剛性材を備えた側溝用排水装置。
【請求項３】
請求項１の側溝用蚊発生防止排水装置の棒バネの下に網が２ｍｍ以上延長されている側溝
用排水装置。
【請求項４】
請求項１の側溝用蚊発生防止排水装置の網は網目が４ｍｍ以下０．５ｍｍ以上の大きさで
出来ている側溝用排水装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、道路等の側溝に設けられる雨水集水枡において、集水蓋の下側に取り付けら
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れ、同集水蓋より流下する雨水を集めて排水する側溝用排水装置に関する発明である。
【背景技術】
【０００２】
　一般に図１に示す道路Ｒの側溝には、雨水等を集め、地下に埋設された雨水下水管５に
向けて排出する集水枡２が、所定間隔ごとに設けられている。
【０００３】
　集水枡蓋１は、雨水等と共に落ち葉や土、小さな異物が流れ込んだとき目詰まりが発生
しない程度の大きな目の四角い鉄製格子が採用されている。集水枡蓋１の下には集水枡２
があり、集水枡底部には、それらの落ち葉、土砂、異物が雨水下水管５に流入するのを阻
止する目的で、溜り部４が設けられており、この溜り部４に雨水が貯留されて蚊などの発
生源になっている。
【０００４】
　集水枡の蚊発生対策として、たとえば特許文献１及び文献２に開示されているような蚊
の侵入を防止するために雨水導入バルブやフラップ片が考案されている。しかし、大きな
効果を上げるためには団地内全ての雨水集水枡に導入しなければならず、その設置費用が
高価すぎるため導入されているところはほとんどないのが現状である。
【０００５】
　また、図５のように集水桝蓋鉄製格子１にプラスチック製の網１２をかぶせることによ
り、蚊の侵入を阻止する方法は安価であり、一部団地では採用されている。しかし、網目
は蚊の侵入を阻止するためには２ｍｍ～４ｍｍ程度の大きさでないと効果がない為網上部
に落ち葉、土砂、異物が溜り目詰まりを発生させ雨水の侵入が阻止され、集中豪雨等の災
害時雨水がスムーズに流れなくなり、２次災害を発生させる可能性が大きいという問題と
自動車のタイヤが網上に接触するため寿命的な問題がある。また、集水枡蓋下にスクリー
ンを備える特許文献３はスクリーン上に溜まった落ち葉や土砂などを人為的に定期除去し
ないと目詰まりを起こすという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－１３８６３８２号公報
【特許文献２】特許３３７７５１５号
【特許文献３】特許４１１６９０８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　解決しようとする問題点は、道路等の側溝の集水枡における蚊などの発生を防止する為
に簡単な構造で安価な排水装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述の課題を解決するため排水装置自体が網状で蚊の侵入を防止でき、上部を集水蓋と
その固定部に挟んで隙間なく固定でき、下部には集水蓋の間を通過し網に溜まった落ち葉
、土砂異物が排出できる弾性開閉弁が配置された装置で、通常の雨水は網部より雨水枡に
流失するが、落ち葉などで網に目詰まりが発生し装置上に雨水が滞留した場合や集中豪雨
による大量の雨水が流入し装置上に雨水が滞留した場合、滞留水の自重により弾性開閉弁
が開き、落ち葉等と雨水がともに集水枡に流失し、流失後自動的に閉じることができる側
溝用蚊発生防止排水装置を発明した。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、蚊の外部よりの侵入および、溜り部で発生した蚊の外部への飛び出し防止と
、集中豪雨時でも雨水が確実にメンテナンスフリーで下水管に流れることを目的としてい
る。
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【発明を実施するための形態】
【００１０】
　道路側溝の集水枡集水蓋１の下側に取り付けられ、同集水蓋１より流下する雨水を集め
て排水する側溝用排水装置において、排水装置８自体が網状であり、上部を集水蓋１とそ
の固定部６に挟んで隙間なく固定でき、下部には集水蓋の間を通過し網に溜まった落ち葉
、土砂異物が排出できる弾性開閉弁９が配置された装置で、通常弾性開閉弁９は閉じてい
るため、密閉された網８により蚊が雨水枡の溜まり部４に到達できず、産卵を防止する効
果がある。通常雨水は網部より雨水枡に流失するが、落ち葉などで網に目詰まりが発生し
、装置上に雨水が滞留した場合や、集中豪雨等により大量の雨水が流入し装置上に雨水が
滞留した場合、滞留水の自重により弾性開閉弁が開き、落ち葉等と雨水がともに雨水枡に
流失し、流失後自動的に閉じることができる側溝用蚊発生防止排水装置を発明した。
【００１１】
　装置の固定部７は集水蓋１とその固定部６との間に挟まれて集水蓋の自重により固定さ
れ、集水蓋１の開口部より蚊が侵入できないように隙間なく設置されている。隙間なく容
易に設置する方法として、この部分に集水蓋１の外形とほぼ同じ形状で、集水蓋１の開口
部よりも外側に剛性材料を備える発明も行った。
【００１２】
　装置の下部排水口には弾性開閉弁としてＵ字形棒バネや両端を固定した２本の弾性棒バ
ネが取り付けられており、通常は蚊の侵入を防ぐため約２ｍｍ以下の隙間に保たれている
。集中豪雨時のように雨水の量が多く、また、落ち葉等により網に目詰まりが発生し、装
置上に多量の雨水が溜まった時は滞留水の自重により、弾性バネが開閉し、雨水と共に落
ち葉等の目詰まり物質を流すようになる。
【００１３】
　装置網目の大きさは蚊の侵入を防ぐため最大４ｍｍとし、小さいほうが良いが、雨水と
一緒に流失する小さい土砂による目詰まりを防ぐために最小０．５ｍｍが望ましい。網の
織り方により網目４ｍｍ以上でも網を２重にする等の方法により、蚊の侵入が防げれば良
い場合もある。
【００１４】
　下部排水口弾性開閉弁の下に網を２ｍｍ以上延長することにより、網の開閉バルブ１１
を作ることができる。このバルブにより、蚊の侵入をさらに確実に防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】集水枡の概略断面図
【図２】本発明の概略断面図
【図３】固定用剛性材を備えた本発明の概略断面図
【図４】弾性開閉口の下に網が延長された本発明の概略断面図
【図５】集水蓋の上にプラスチック網を設置した概略見取り図
【図６】図３の斜視図
【符号の説明】
【００１６】
　　１　　集水蓋　　　　　　　　　　　　　　　　２　　集水枡
　　３　　雨水下水管連絡管　　　　　　　　　　　４　　雨水枡溜まり部
　　５　　雨水下水管　　　　　　　　　　　　　　６　　集水蓋用固定部
　　７　　排水装置固定部　　　　　　　　　　　　８　　排水装置本体
　　９　　排水装置弾性開閉弁　　　　　　　　　　１０　固定用弾性体
　　１１　蚊侵入防止網バルブ　　　　　　　　　　１２　プラスチック網
　　１３　弾性開閉弁（弾性棒バネ）の固定部
【実施例１】
【００１７】
　集水蓋１の外形が４６０ｍｍ×４２０ｍｍであり開口部は４３０ｍｍ×３９０ｍｍのた



(4) JP 5827427 B1 2015.12.2

10

20

30

40

50

め、目合い２ｍｍの小山商事製ポリエチレン網を用いて上部外形４５５ｍｍ×４１０ｍｍ
、長さ３００ｍｍで、下部に径２ｍｍ長さ３００ｍｍの網の輪を左右対称に２つ備えた蚊
発生防止排水装置を作った。下部網の輪に径１ｍｍのピアノ線で作成した長さ３１０ｍｍ
の棒バネ９（中心部バネ定数２Ｎ／ｍｍ）を通し端面の固定１３を行い、間隔１ｍｍに設
定された弾性開閉排水口を作成した。（図２）この装置に６６．４Ｌ／分で雨水を流した
ところ滞留水も全くなく流れた。６６．４Ｌ／分は集水枡が２０ｍ置きに幅４ｍの道路両
端に設置されていると仮定し、１００ｍｍ／時間の集中豪雨の時の１つの集水枡に流れる
雨水量。
　また、この装置内側に落ち葉を想定し外形６０ｍｍ×４０ｍｍ厚み０．１ｍｍのポリエ
チレンフィルムを５０枚を均一に下部より置き、６６．４Ｌ／分で雨水を流したところ、
約２Ｌの滞留水はあったが、弾性開閉弁の中心部隙間が７ｍｍに開きスムーズに排水でき
、徐々にポリエチレンフィルムも流失し、１分後には４２枚が流失した。その時滞留水も
なくなっていて、落ち葉が雨水と共に流失することが確認できた。
【実施例２】
【００１８】
　集水蓋１の外形が４６０ｍｍ×４２０ｍｍであり開口部は４３０ｍｍ×３９０ｍｍの為
、目合い２ｍｍの小山商事製ポリエチレン網を用いて上部外形４６０ｍｍ×４３０ｍｍ長
さ３００ｍｍで、上部より８ｍｍ内側に径２ｍｍの網の輪を作成し、４４４ｍｍ×４１４
ｍｍの四角い形状の径０．７ｍｍ鋼線をその輪に通し装置の固定部１０を作成した。下部
に径２ｍｍ長さ３００ｍｍの網の輪を左右対称に２つ備えた蚊発生防止排水装置を作る。
下部網の輪に径１ｍｍのピアノ線で作成した長さ３２０ｍｍ間隔１ｍｍのＵ字棒バネ９を
輪に通し端面固定を行い、弾性開閉排水口を作成した。（図３）この装置を集水蓋１の下
に隙間ができないようにセットする時間は、実施例１に比べ１／５の時間ででき、効果が
確認できた。
【実施例３】
【００１９】
　集水蓋１の外形が４６０ｍｍ×４２０ｍｍであり開口部は４３０ｍｍ×３９０ｍｍの為
、目合い２ｍｍの小山商事製ポリエチレン網を用いて上部外形４６０ｍｍ×４３０ｍｍ長
さ３００ｍｍで、下部は長さ３００ｍｍの穴を備えた蚊発生防止排水装置を作る。上部よ
り８ｍｍ内側に径２ｍｍの網の輪を作成し、４４４ｍｍ×４１４ｍｍの四角い形状の径０
．７ｍｍの鋼線をその輪に通し装置の固定部１０を作成した。網の下端部より上部５ｍｍ
部分に径１ｍｍのピアノ線で作成した長さ３１０ｍｍ２本の棒バネを網に３ｍｍピッチで
直接ジグザグに通し両端面を固定し、弾性開閉排水口を作成した。弾性開閉口の下に長さ
５ｍｍの網製蚊侵入防止機構１１ができたことにより、蚊の侵入防止効果が高まる。（図
４）
【実施例４】
【００２０】
　　集水蓋１の外形が４６０ｍｍ×４２０ｍｍであり開口部は４３０ｍｍ×３９０ｍｍの
為、目合い２ｍｍの小山商事製ポリエチレン網を用いて上部外形４６０ｍｍ×４３０ｍｍ
長さ３００ｍｍで、上部より８ｍｍ内側に径２ｍｍの網の輪を作成し、４４４ｍｍ×４１
４ｍｍの四角い形状の径０．７ｍｍの鋼線をその輪に通し装置の固定部１０を作成した。
下部に径６ｍｍ長さ３００ｍｍの網の輪を左右対称に２つ備えた蚊発生防止排水装置を作
る。下部網の輪に径５ｍｍ肉厚１ｍｍのＡＢＳプラスチック管で作成した長さ３２０ｍｍ
２本の棒バネ９を輪に通し端面固定を行い、間隔１ｍｍの弾性開閉排水口を作成した。流
水テストにて弾性開閉弁は問題なく機能することを確認できた。弾性開閉弁の素材は金属
でもプラスチックでも適切な弾性と耐久性があれば使用できる。
【要約】　　　（修正有）
【課題】集水蓋の下側に取り付けられ、同集水蓋より流下する雨水を集めて排水する側溝
用蚊発生防止排水装置を提供する。
【解決手段】道路側溝の集水枡集水蓋１の下側に取り付けられ、集水枡集水蓋１より流下
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する雨水を集めて排水する側溝用排水装置８であり、側溝用排水装置８自体が網状であり
、上部を集水枡集水蓋１とその固定部６に挟んで隙間なく固定でき、下部には集水枡集水
蓋１の間を通過し網に溜まった落ち葉、土砂異物が排出できる弾性開閉弁９が配置される
。
【選択図】図２

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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